
                           

     

                           

                                

                                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
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 第 93 号  

 

今
回
で
六
回
に
な
る
「お
田
植
え
感
謝
祭
」～
千
枚
田
を
守
り
ぬ
い
た
、
偉
大
な
る
先
人
た
ち
へ
の
鎮
魂
の

灯
火
～
も
、
連
谷
お
助
け
隊
定
番
行
事
と
し
て
根
付
い
た
。
こ
の
、
行
事
の
そ
も
そ
も
の
発
端
は
平
成
十

七
年
、
第
十
一
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
当
地
で
開
催
。
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
全
国
の
棚
田
関
係
者
に

棚
田
を
守
る
厳
し
さ
、
先
人
の
偉
大
さ
を
敬
し
て
、
そ
の
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、

厳
か
な
雰
囲
気
を
醸
す
の
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
調
整
不
可
で
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
成

功
を
願
い
発
足
し
た
サ
ミ
ッ
ト
お
助
け
隊
も
、
サ
ミ
ッ
ト
成
功
の
黒
子
と
し
て
活
躍
。
そ
の
、
功
績
は
後
々

の
語
り
草
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
。
そ
の
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
消
す
こ
と
な
く
、「
連
谷
お
助
け
隊
」

と
名
を
改
め
、
地
域
の
活
性
、
発
展
に
無
く
て
は
成
ら
な
い
存
在
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。 

当
日
は
、
連
谷
小
学
校
の
親
子

で
作
っ
た
「
案
山
子
」
も
参
加
。

ま
た
、
自
作
の
ロ
ウ
ソ
ク
も
灯

さ
れ
る
。
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

も
自
社
製
の
ロ
ウ
ソ
ク
で
参

加
。
毎
年
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
で

お
馴
染
み
の
地
元
芸
術
家
の
百

姓
「
柳
ち
ゃ
」
も
い
ろ
い
ろ
趣

向
を
凝
ら
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

会
場
で
は
五
平
餅
、
焼
肉
な

ど
盛
り
沢
山
の
屋
台
が
で
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

(

銭
も
忘
れ
な
い
よ
う
に) 

 

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
こ

ど
も
陣
太
鼓
」
の
演
奏
や
棚
田

の
川
西
さ
ん
の
仲
間
、
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
弾
き
語
り
な

ど
の
出
演
協
力
も
あ
る
、
こ
の

弾
き
語
り
の
な
か
で
、
サ
ミ
ッ

ト
テ
ー
マ
ソ
ン
ク
「
棚
田
へ
行

こ
う
」
の
作
詞
作
曲
者
で
あ
る

宮
崎
県
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
キ
ッ
ズ

代
表
の
鈴
木
康
子
先
生
に
楽

譜
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
快
い
協
力
が
あ
り
、
当

日
、
会
場
で
子
供
も
大
人
も
合

唱
で
き
れ
ば
と
心
を
躍
ら
せ
て

い
る
。 

 
 

              

五
月
二
十
二
日
支
度 



連
谷
小
学
校
の
代
か
き 

 
五
月
二
日
、
全
校
児
童
五
名
は
、
三
枚

の
田
ん
ぼ
の
代
か
き
を
行
っ
た
。
子
供
達

は
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
足
踏
み
で
の

代
か
き
の
作
業
を
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
レ
イ

ン
ボ
ー
カ
ー
」
の
容
姿
端
麗
な
レ
ポ
ー
タ

ー
が
学
校
田
か
ら
テ
ン
ポ
よ
く
実
況
放

送
を
行
っ
た
。
昼
食
は
恒
例
の
「
棚
田
っ

娘
」
の
お
ば
さ
ん
の
作
っ
た
「
五
平
餅
」

を
顔
じ
ゅ
う
味
噌
だ
ら
け
に
な
っ
て
頬

張
っ
た
。
田
植
え
は
十
八
日
に
行
う
。 

               

田
植
え 

□
新
城
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
は
今
年
も
千

枚
田
で
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
体
験

学
習
を
実
施
す
る
。
五
月
七
日
、
バ
ス
で

到
着
し
た
同
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
達

(

二
十
名)

に
タ
ニ
シ
や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

な
ど
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
四
谷
の
千

枚
田
を
小
山
舜
二
が
案
内
。
同
校
の
先
輩

で
あ
り
棚
田
の
若
き
後
継
者
で
も
あ
る

原
田
史
樹
君(

横
浜
ゴ
ム
新
社
員)

と
父
親

の
英
史(

ふ
る
さ
と
指
導
員)

親
子
の
指
導

で
田
植
え
が
行
わ
れ
た
。 

                

□
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
は
、
今
年
も

「
四
谷
の
千
枚
田
」
で
食
育
学
習
を
実
施

す
る
。
五
月
十
二
日
、
生
徒
達(

五
十
一
名)

は
小
雨
の
降
る
中
、
二
年
生
を
中
心
に
三

枚
の
田
ん
ぼ
の
田
植
え
の
実
体
験
を
行

っ
た
。 

午
後
は
身
平
橋
の
集
会
場
で
田
ん
ぼ

の
生
き
も
の
や
自
然
、
厳
し
い
棚
田
の
保

全
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
学
習
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
小
山
舜
二
か
ら
学
ん
だ
。 

□
五
月
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農

学
校
に
参
加
し
た
六
十
六
名
の
子
供
た

ち
は
保
存
会
顧
問
の
高
橋
庄
一
の
指
導

で
田
植
え
を
行
っ
た
。 

□
行
政
が
仲
立
ち
で
行
わ
れ
て
い
た
「
三

河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
稲
作
体
験
も

一
昨
年
で
終
了
。
こ
の
企
画
に
参
加
し
た

都
市
住
民
親
子
四
グ
ル
ー
プ(

渡
辺
代
表)

は
癒
し
、
潤
い
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、

棚
田
支
援
グ
ル
ー
プ
と
し
て
継
続
、
今
年

も
五
月
十
五
日
、
田
植
え
を
行
う
。 

□
県
農
林
水
産
部
生
物
多
様
性
研
修 

 

本
研
修
は
、
食
と
緑
の
基
本
計
画
二
〇

一
五
に
掲
げ
ら
れ
た
取
組
み
で
あ
る
「
多

様
な
生
物
を
育
み
、
緑
豊
か
な
景
観
を
持

つ
農
村
の
環
境
「
里
地
・
里
山
・
里
海
に

お
け
る
県
民
参
加
型
の
環
境
保
全
活
動
」

を
推
進
し
、
も
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全

を
初
め
と
し
た
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を

実
感
で
き
る
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、

農
林
水
産
部
職
員
が
生
物
多
様
性
の
保

全
に
係
わ
る
実
践
的
知
識
及
び
技
術
等

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
。

五
月
十
八
日
、
田
植
え
、
翌
十
九
日
に
は

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
な
ど
、
小
山
舜

二(
ふ
る
さ
と
指
導
員)

の
指
導
で
行
わ
れ

る
。 

奥
三
河
再
発
見
ツ
ア
ー 

豊
橋
鉄
道
は
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で

「
奥
三
河
再
発
見
ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
い

る
。
五
月
十
五
日
、
千
枚
田
の
田
植
え
の

真
っ
最
中
の
棚
田
を
見
学
、
急
傾
斜
の
棚

田
の
維
持
、
保
全
管
理
の
厳
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
案
内
を
行
う
。 

環
境
整
備 

 

五
月
二
十
一
日
、
保
存
会
は
「
あ
い
ち

森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
連
合

地
区
の
生
活
路(

市
道
滝
上
～
与
良
木)

の

環
境
整
備
活
動
を
方
瀬
集
落
住
民
、
連
谷

お
助
け
隊
、
保
存
会
で
実
施
す
る
。 

な
お
、
こ
の
活
動
に
賛
同
す
る
、
地
域

住
民
の
よ
り
多
く
の
参
加
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

千
年
の
杜
植
樹
祭
参
加 

五
月
二
十
一
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

は
第
三
期
新
城
工
場
植
樹
祭
を
開
催
。
四

谷
の
千
枚
田
と
横
浜
ゴ
ム
は
新
入
社
員

研
修
が
き
っ
か
け
で
、
環
境
に
や
さ
し
く

育
て
た
稲
藁
を
ド
ン
グ
リ
な
と
、
広
葉
樹

の
育
苗
や
幼
木
の
敷
き
藁
と
し
て
活
用
、

幼
木
は
工
場
の
敷
地
は
も
と
よ
り
海
老

の
東
泉
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
々
に
配

布
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
貢
献
す
る
な

ど
「
棚
田
と
企
業
」
の
佳
い
雰
囲
気
の
交

流
を
図
っ
て
い
る
。
当
日
は
希
望
者
を
募

っ
て
参
加
を
予
定
。 

保
存
会
総
会 

 

五
月
十
四
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
の
総
会
が
開
か
れ
た
。(

次
号
詳
細) 

 

行 
 

平
成
二
十
三
年
五
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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小 

山 

舜 

二 


